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撞杖で遊ぶ子どもたち (上)
(F西行物語絵巻｣鎌倉時代中期 大阪市寓野美術館蔵)
鹿田遺跡第3次調査出土の越杖の球 (左)
田キャンパスにある保育園からは､毎日子どもたちの元気な声が聞こえてきます｡今も昔も､外で楽しそうに遊ぶ子どもたちの姿は変わりありません｡では､もっと昔､400年以上前の子どもたちは､どのような生活を送っていたのでしょうか｡
絵画資料や文字資料に残されたものに比べ､子どもが実際に使っていた衣服や道具､おもちゃなど
は小さいために残 りにくかったり､大人が使ったものとの区別がつきにくいという問題があります｡
そのため､考古学の分野ではこれまで昔の子どもの姿を明らかにする研究があまり行われてきません
でした｡
幸いにして､今の子どもたちの足もとに眠る鹿田遺跡では､子どもに関係する貴重な遣物が出⊥し
ています｡そこから､昔の鹿[]の子どもたちの様子をのぞいてみましょうO (忽那敬三)
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鹿田遺跡の第 1次調査では､弥生時代どきかんば
後期 (約1800年前)の土器棺墓 (士器を
棺おけにした墓)が､4基出ています｡
土器棺墓はその大きさから子どもの墓と
考えられていますが､鹿田遺跡の例は棺
おけの中から生後数ヶ月とみられる乳児
の歯が見つかっており (土器棺-2､右
写真)､子どもの墓であることを裏付け
ていると同時に､葬られた子どもの年齢
?
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もわかる貴重な資料ですo l_㌔ .L･
鹿田遺跡で棺おけに使われている土器 宣
の大きさは､多 くが35cm～40cm前後で
すが､中には25.2cmほどの小さいもの (土 一二日 ト.:･′▲l ′
器棺-1)がありますO年齢によって棺 I等t･! tr
おけに使った土器の大きさが異なってい 山 1-'Y'.
たのかもしれません｡
ンコ 14ノ
歯の出土した土器棺(土器棺-2
下の写真は､土器棺-2の中の土を丁寧に水洗いした結果､見つかった乳歯ですC20宙ある乳歯のう
ち､13個もの歯が残っていました｡ほとんどが歯冠 (歯の先の部分)しかありませんが､うち10個は､
そのわずかな形からどの部分にあたるか判別することができました｡歯根 (根元の部分)がないことか
ら､年齢が推定できます｡
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土器棺から積出された乳児の歯(左)と出土した歯の位置(右､赤い色の部分
土器棺墓に埋葬された様子(小田嶋1988を改変)
鹿田遺跡の土器棺墓は､4基全てが集落の中に
まとめて埋められていますO土器棺墓の周 りには
大人の墓がみられないことから､子どもは子ども
だけで大人とは異なる場所に埋葬されてい■ること
がわかります｡
このころの大人の墓は､木で作った棺おけを使i,つかんは
った木棺墓や穴を掘っただけの土墳墓が主ですから､
土器棺墓に葬 られた子どもたちは､場所だけでな
く棺おけの種類についても大人と区別されていた
と考えられます｡
現代以上に社会の中で大人と子どもの差がはっ
きりとつけられていたようです｡
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一方､平安時代 (約1200年～800年前)の鹿田遺跡からは､子どもの生活用具や遊び道具が見つか
っています｡
きっら上う
第3次調査では､現代のホッケーに似た埋杖という遊びに使ったボールが見つかっています (表紙写
真左下)｡クヌギの枝を削ってつくった7.6cm程の丸い木の球です｡もともとは1年の吉凶を占う行事
としてお正月に行われていたものですが､中世の絵図には趨杖で遊ぶ子どもたちの姿が生き生きと描か
れています｡主に男の子の遊びであったとされていますが､女の子も一緒に遊んでいる絵図 (r西行物
語絵巻J､表紙写真)があることから､男女分けへだてなく楽しめる遊びだったようです｡また､大人
も夢中になってしまうことがあったらしく､あまりに興恋しすぎてけんかになってしまった様子を描い
た絵図 (『洛中洛外図犀風』上杉本)などもあります｡
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第5次調査では､長さ18cm､幅10cmの小さな下た
駄が井戸から見つかっています｡底には削 りだした
歯がついてはいますが､す り減っていてほとんど残
っていません｡材はスギの木を使っています｡
足の両脇に位置する､紐を通していた2つの穴のや
や上に､開けかけて途中でやめた穴が同じように2つ
あります｡つくるときに失敗しても､捨ててしまうこ
となく大切に使っていた様子がわかります｡
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広島県福山市の葦戸千軒町遺跡から､560点近 く
出土 している下駄の資料を参考にすると､大きさか
らlo-13歳位の子どもがはいたものと思われますが､
小柄な大人の女性のものだった可能性もあります｡
l払
第3次調査では､食べるために解体されたとみら● れるウマやシカの骨と_緒に､イヌの絹 (腰骨の
一部)が出土しています｡中世の絵図では子どもと
遊ぶイヌの姿が描かれていますが､イヌは現代のよ
うなペットとしてではなく､いざというときには食
べられてしまう立場だったようです｡
昨日まで楽しく遊んでいたイヌと食卓で再会､な
どという悲 しい思いをした子どもも少なくなかった
かもしれません｡ (忽那)
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昨年の10月に開始した本調査は､予
定通 り5月に終了しました｡概要はす
でに前号で報告しましたので､今回は
近世の土壌から出土 した櫛を紹介しま
しょう｡
この櫛は､共同溝部分 (約13mx4.5
m程)の調査において､近世に掘 り込
まれた土塀 (穴)の底から出土しまし
た｡土塀は一辺が80C皿程度の隅がやや
丸い方形を呈しており､墓の可能性も
考えられます｡櫛は横の長さが11.3cm
を測 り､両端が残っています｡全面が
光沢のある黒漆でしっかりと覆われ､両面には細かな意匠の模様が施されており､優美な美し
きを残 しています｡写真では歯の部分が僅かしか写っていませんが､多数の破片を伴っていま
すので､これから行う保存処理が終われば完全な姿を復元することができるかもしれません｡
(山本悦世)
2001年3月から7月にかけて､事務局裏の発
掘調査を行いました｡岡山で米づ くりが始ま
った弥生時代前期 (約2500年前)にあたる､人々
の生活の痕跡が見つかりました｡
この当時の調査地点付近は､河道と微高地 (坐
活に適した､地形がやや高くなっている場所)
からなってお り､河道の底付近で木の実など
を貯めていた穴 (貯蔵穴)が､3基見つかりま
した｡また微高地部分では､直径2m前後､深
さ約1mの楕円形をした土塀が8基検出されま
した｡
津島キャンパス構内では､この時期の水田
も見つかっていますので､本調査地点の状況
と合わせれば､当時の人々の生活を知る良好
な手がかりとなりそうです｡ (横田美香)
含 後の調査の予定･
夏以降にも､引き続いて事務局付近の発掘調
査を行っています｡随時､見学を受け付けており
ますので､ぜひお立ち寄り下さい｡
絵画資料の写真掲載にあたり､関係
機関には数々のご高配を賜りました｡
記して､感謝の意とさせて頂きます｡
(忽那)
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